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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・5/26（火）八戸学院　看護実習生　5名来ます。
・5/29（金）千葉学園　看護実習生⇒5/27（水）変更予定　3名来ます。

・4月分の疾患別診療計画書アップロード4月15日まで。
・令和8年度部署ミーティング
日時：5月11日（月）　16：30～17：00
場所：青陽館2Fミーティングルーム

内容：今年度の事業計画の確認
各自意気込み
・5月の各種プログラムテキストを順次作成をお願いします。
・医事統計データ入力は5/1(金)まで。
・新年度の各プログラムテキスト作成の担当と利用者様の担当を割り当て中。
・DNC利用者(袴田様・島守様)水分摂取について、袴田様は昼食後の服薬の際や午後のプロ
グラム後にスティック飲料の提供を提案。島守様は14：00台のプログラム後に飲水を促
す声掛けをお願いします。
＜利用者様情報＞

デイケア
・石田　和久様～お母様の膀胱癌について、25日労災病院へ入院し26日に手術が決まったとの事。母の病気について不安が強く、家事は母親がすべて行っていたこともあり、入院期間の生活が不安だと訴える。支援者として兄夫婦が居るが、母の対応を任せている為、自身の生活サポートまでは望めないと話す。不安は抱え込まずに相談するよう説明している。
・中林　かおり様～ストレスによる自律神経症状により全身の発赤や身体不調出現。職場と実家両親（主に父親）がストレッサーになっており、日赤主治医からも生活環境を変えるよう指示があり、診断書作成し3月末で職場を退職。父親には知らせない状態で、是川の市営住宅に単身転居し生活保護を申請。親名義の車両は処分したとの事。4月は転居と生活保護手続きで忙しく、やっと落ち着いた状況だが、急な転居であった為住居内には未だ何もない状況との事。入浴も暫く行っておらず、2日前に銭湯に行って来たと話す。今後の入浴については、青明舎利用も検討していると話す。単身生活後は、身体症状は落ち着き、気持も安定していると話されている。
・大下　伸治様～昨日整形受診したが、両足の痛みについては明確な診断は無く、炎症と言われ痛み止めと塗り薬が処方となったと話す。疲労時には足が攣る事もあるが、それは相談してこなかったとの事。処方薬で様子を見ると話されている。通所内での歩行はかばう様子は見られず、運動プログラムにも参加しているが疼痛訴え聞かれている。

ショートケア
・特記する利用者はおりません
デイナイトケア

・繁名　和恵様～青風荘より情報提供あり。今朝の朝食後薬服用中に空笑・怒り口調での独語が聞かれている。8時15分にリスペリドン頓用薬希望するが、朝食後薬を服用したばかりの為時間を置くように伝えると、自室で休んでいる。本日のデイナイトケアでは、来所後早々に「幻聴がうるさいから。横になりたい」と話し静養室で休養するが、15分程で退室して「幻聴がうるさくて休めない。」と話している。その後症状の日内変動はあるが、頓服や静養室は使用する事なく過ごす事が出来ている。
・津嶋　イチ子様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、嗜好品摂取の後にカウンターから身を乗り出して、犬の名前を呼んでいると、義積様より「コリンは具合悪いんだよ。」と言われて表情を硬くしていたとの事。以降も表情硬く「時々、私に怒るんだよ。」と不機嫌さあり、傾聴対応していたとの事。本日のデイナイトケアでは被害的な言動無く、他参加者と穏やかに交流を図りながら過ごしている。

